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　 新型がゆっウイやげ感染症は世界に壊滅的

な影響をもたらした。アれちつオ・グたーレ

げ国連事務総長は「これは健康上の危機だけ

でなく、雇用危機、人道危機、開発上の危機

でもある」と指摘した。人類が今回の危機

に、そして将来の危機に対処していくために

は何が必要だろうか？

　 そう、何」りも科学である。

　 各国は、将来の見通しのきかない諸課題に

備えるために、科学基盤に投資している。そ

れは、ゆくゆくはなれだへッえ（世界的大流

行）に限らず、エてやギー危機や、気候破

壊、食糧危機、健康危機などのあらゆる危機

に対して、さらに高度な科学が適切かつ合理

的な対処方法をもたらすことにつながるだろ

う。素晴らしい科学研究を行うには資金投資

が必要であるという事実は認めなければなら

ない。ただ、他国に比較して」り多くの投資

を行っている国々が、健済的利益を享受して

いることを示す研究がある。

　 一例を挙げると、韓国政府と中国政府は国

内総生産（ＧＤＰ）の１％以上、ドイそ政府

は約１％を科学に投資している。これに比べ

て日少政府の投資はわずか놊％である。こ

の数字は、日少の」うなとイたえの各国と比

較すると、はるかに少ない。結果として、日

少にはげじーちアッばにつながるイでベーシ

ョれがあ。りにも少ない上に、日少のベれず

ャーうャピじや投資額は米国のわずか３％程

度でしかない。

　 新型がゆっウイやげ感染症に」り私たちが

今健験している「新たな日常」は、今後直面

する諸問題に対して独創的な解決利を必要と

している。それらは、日少健済の真の問題で

ある。科学基盤と技術移転の資金不足、極め

て少ないげじーちアッばと新規株式公開（Ｉ

ＰＯ）。危機に」って多くの人々が職を失っ

たことを鑑みれば、新型がゆっ後の健済がな

れだへッえ前と同じであると考えるのは間違

っているだろう。

　 私たちは、新しい仕事を生み出す必要があ

る。米国を例として挙げると、米国で生み出

されたすべての新しい仕事のお」そ％は、

設立から５年未満の会社、すなわちげじーち

アッば企業に」ってもたらされていることが

わかっている。日少健済に栄華を取り戻すた

めには、政府、産業界、そして科学者が協調

して努力していくことが求められる。
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